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12月定例会

表紙のデザインは坂井高校  美術部１年 坂下  楓花さん、

題字は書道部２年 徳橋  侑里さんによるものです。

さかした ふう か

とくはし ゆう り

“伝える議会だより”から“伝わる議会だより”へ
Topics



令和元年11月14日開催令和元年11月14日開催

1日議会塾1日議会塾丸岡高校
　市議会では「高校生１日議会塾」と題し、丸岡高校の生徒と意見交換会を開催しました。
　丸岡高校の２年生が15のグループに分かれ、「すてきな坂井市2019」をテーマに、自分たちで
考えた事業や企画を議員に向けて発表しました。高校生からは次のような提案がありました。

からあげランド
　からあげで坂井市を盛り上げ隊！
　人が多く集まる場所にテーマパーク
からあげランドを作り、アトラクション
をからあげ仕様にする。坂井市はから
あげで有名だと知ってもらうことで人を
集めて発展させる。

Aグループ

国道８号沿いに飲食店を作ろう！
　スターバックス、モスバーガー、スシ
ロー、いきなりステーキ、銀だこ、テキ
サスハンズ、カルビ大将、焼肉きんぐを
誘致する。丸岡の活性化や旅行客の増加、
住みやすい場所にする。

Bグループ

カニさん祭り
　グルメフェスティバルの開催、カニを
使った料理の屋台出店や、カニの簡単な
捌き方講座など県外の人に越前ガニの
美味しさを知ってもらい売り上げに貢献
したい。

Cグループ

米米ランド
　福井のいちほまれを使ったお菓子や料理
の屋台を丸岡城で開催する。各クラスで
料理を作りコンテストでグランプリを決
める。米の町として知名度があがれば、
ほかの観光資源も生きてくる。

Dグループ
Let’s develop Maruoka
　　　　　～より良い丸岡のために
　商店街の清掃や丸岡城の清掃、丸岡の
老人ホームでボランティアをすることで
より地元に興味をもってもらい、観光客
用に貸出自転車を設置することで丸岡の
良さを知ってもらう。

Eグループ
SUBARACITY
～丸岡の商店街を復活させよう～
　丸岡に県外のお店を呼んで商店街を発
展させ、そこで丸岡の物産展をひらく。
　商店街が発展すれば人が集まり、丸岡の
物産展に出展する人も増えて丸岡の良さ
を発信できる。

Fグループ

油揚げ祭り
　僕らのテンションもあげ? あげ?
　グルメフェスティバルを開催。油揚げに
関する全国の店とのコラボ料理を提供、
油揚げ料理教室を開き全国に坂井市の油
揚げを発信する。他県との共同で事業を
するので集客が見込める。

Gグループ
ショッピングテーマパークを
　　　　　　　　　　作ろう(*_*)
　大人から子どもまで楽しめるショッピ
ングテーマパークを作ることにより坂井
市を発展させる。テーマパークが注目
されれば他の観光資源も生きてくる。福
井に移住しようとする人が増えてくる。

Hグループ
超大型ショッピングモールを
　　　　　　　　　　　作ろう！
　都会をも超える丸岡改革。坂井市に大
きなショッピングモールがないのでわざ
わざエルパに行くのが大変！ 幅広い坂井
市民のため、全国に坂井市の名を響かせ
るためにも必要だと考えたから。

I グループ

坂井市の自然を生かした
　　　　　　　アスレチックパーク
　丸岡の山の一部を開拓してアスレチッ
クパークを建設。都会にはないような丸
岡の自然ならではのものを作って丸岡を
有名にする。

Jグループ
自然を使ったテーマパーク
　　　　　　　にこにこらんど
　自然を生かしたアトラクションを作
る。夜空を見ながらジェットコースター
や、山を使ったコースで福井のデート
スポットになるような場所に。

Kグループ

世界が変わるラウンドワン
　ラウンドワンフェスティバル、ラウン
ドワン運動会の開催をする。坂井市には
中高生の遊ぶ場所がないので、ラウンド
ワンで若い人たちが体を動かすことがで
き、楽しめる。

Lグループ

遊園地大作戦
　三国には海や東尋坊など観光名所が
あり、そこに遊園地をおくことにより、観
光客を多く呼び、ほかの観光地の活性化
もしていきたい。2カ月に1回有名人を
呼ぶ。

Mグループ

わくわくランド
　ショッピングモールとどこにでも行け
るバスで丸岡にたくさんの人を呼び丸岡
の良さを全国に発信！若い人やお年寄り
が一つの場所で一日中楽しめる場所がで
きたらいいと思った。

Nグループ
海の近くにライブ会場を作って
　　　　　　　夏を盛り上げよう！
　坂井市にはライブ会場はない。有名ア
ーティストのライブで三国に沢山の人を
呼び込もう！さかい全国俳句大会を開
き、県内外の人に俳句を楽しんでもらう
ことで、俳句文化を広められる。

Oグループ

2丸岡高校議会塾

　市議会では議会報告会の一環として、「出前de議会Café」と題し市内各種団体との意見交換会
を開催しています。今回はNPO法人「まちづくりカレッジSakai」の皆さまとまちづくりについて
意見交換をしました。アイデアの花がそれぞれのテーブルに咲いていました。

・まちづくり協議会で各地区のおす
すめウオーキングコースの作成
・コミュニティセンターに万歩計の
端末を置いて交流の場に
・地域の人しか知らないおすすめ
コース、お宝発見コースの考案

①関係人口を拡大するために
健康寿命を伸ばす

モデルウオーキングコースを！

①関係人口を拡大するために
健康寿命を伸ばす

モデルウオーキングコースを！

・学生時代に自然や歴史遺産を学ぶ
ことでＵ・Ｊターンへとつなげる

・丸岡高校の地域協働部の取り組み
を市内全校に伝播するため「まち
づくりハイスクール」を提案

・※アドレスホッパーという生き方の推奨
・若者の住む環境を用意して移住を促進
・企業のサテライトオフィスや大学研
究施設の誘致をして若者を取り込む

③10代20代の移住を促進する
ために坂井市の魅力をどう伝えるか？
③10代20代の移住を促進する

ために坂井市の魅力をどう伝えるか？

・週末だけの移住といった「微
住」の推進で空き家対策
・まちづくり協議会主体の人材
マップづくりで地域活動の活
性化
・市まちづくり推進課との協力
を強化（職員の地域担当制）
・新幹線開通に合わせて福井ー丸
岡間のバス路線の充実

②笑顔でつながるまちづくり②笑顔でつながるまちづくり

・各まちづくり協議会同士の協力が
必要（特産品の共同開発、敬老会
の合同開催等）

・※ユニバーサルスポーツの交流大会
の開催

・世代を超えた多くの人が参加でき
るまちづくりの姿を考えることが
必要

・まちづくりカレッジSakaiとまちづ
くり協議会の連携はこれからの課題

④まちづくりの圏域を考え直す④まちづくりの圏域を考え直す

※アドレスホッパー…特定の住居を持たず移動しながら生活する生き方
※ユニバーサルスポーツ…障がいや年齢に関係なく全ての人が参加できるスポーツ

3 出前de議会Café

市議会だより市議会だより
坂井坂井







　
令
和
２
年
に
竣
工
百
周
年
と
な
る
旧

森
田
銀
行
本
店
に
つ
い
て
、
記
念
の
イ

ベ
ン
ト
や
記
念
冊
子
の
発
行
を
行
い
、

改
め
て
文
化
遺
産
お
よ
び
観
光
資
源
と

し
て
の
発
信
を
。

　
令
和
２
年
度
を
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー

と
し
て
、
旧
森
田
銀
行
本
店
で
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
百
周
年
記
念
を
冠
す
る

な
ど
、
啓
発
や
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
、

施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
三
國
會
所

と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
見
直
し
、
再
版
な
ど
も
検
討
し
た

い
。

　「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西
」
と
は
ど
の
よ
う
な
大

会
か
。

　
世
界
最
大
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

総
合
競
技
大
会
で
、
令
和
３
年
５
月
に

福
井
県
を
含
む
関
西
地
域
の
２
府
８
県

で
公
式
競
技
35
競
技
、
オ
ー
プ
ン
競
技

30
競
技
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら

選
手
・
関
係
者
約
16
万
人
が
訪
れ
る
見

込
み
で
、
本
市
で
は
オ
ー
プ
ン
競
技
の

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
競
技
が
開
催
さ
れ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
日
程
や
会
場
、
ま
た

期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
未
経
験
者
や
初
心
者
を
対
象
と
し
た

「
オ
ー
プ
ン
部
門
」
を
令
和
３
年
５
月

14
日
か
ら
16
日
に
三
国
海
浜
公
園
お
よ

び
休
暇
村
越
前
三
国
の
敷
地
内
で
、
世

界
各
国
か
ら
の
競
技
経
験
者
を
対
象
に

し
た
「
プ
ロ
部
門
」
を
５
月
17
日
か
ら

21
日
に
フ
ク
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
の
世
界
大
会
を
一

つ
の
地
方
自
治
体
が
開
催
す
る
と
い
う

の
は
世
界
的
に
見
て
も
例
が
な
く
、
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
本
市
が
注
目
さ
れ
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
上
で
絶
好
の
機

会
と
な
る
。

辻　　人志▲ 旧森田銀行本店

旧
森
田
銀
行
本
店
百
周
年
記
念
事
業
を

渡辺　竜彦

　
保
育
士
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
一
日
も
早
い

I
C
T
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
求
め
る
。

　
I
C
T
の
活
用
は
保
育
現
場
で
の

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
、
保
育
士
の
業
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
I
C
T
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
育
士
が
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
が
増
え
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対

応
と
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
I
C
T
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
財

政
的
な
制
約
も
あ
る
が
、
保
育
現
場
で

の
負
担
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
保
育
の
質

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

I
C
T
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
本
市
に
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
が
県

内
で
58
年
ぶ
り
の
巣
立
ち
と
な
り
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
域

の
人
た
ち
に
も
、
温
か
く
見
守
っ
て
も

ら
っ
た
。

　
そ
う
い
っ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
市
の

思
い
は
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
今
後
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
、
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
豊
か
な
自
然
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
言
わ
れ
、
今
後
も
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
訪
れ
子
育
て
す
る
よ
う
な
自
然
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
人
口
巣
塔
に
つ
い
て
は
、
理
解
と
協

力
を
得
ら
れ
る
受
け
入
れ
地
区
を
選
定

し
、
巣
塔
建
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

▲ ICTを利用しての保育現場

坂
井
市
の
保
育
士
の
負
担
軽
減
の

た
め
の
I
C
T
の
導
入
を

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
今
後
の
共
生
の

在
り
方
は

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西
」
で
坂
井
市
の
Ｐ
Ｒ
を

一
般
質
問

■問■答■問■答■問

■答

■問■答■問

■答

8一般質問一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
や
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
、
ま
た
、

液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
は
。

　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
は
令
和

２
年
度
、
安
全
対
策
課
を
中
心
に
取
り

組
む
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
令
和
２
年

度
に
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
、
想
定
区

域
と
浸
水
継
続
時
間
、
家
屋
倒
壊
等
氾

濫
区
域
並
び
に
水
害
リ
ス
ク
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
揺
れ
や
す
さ
、
建
物
被
害

度
な
ど
関
連
性
の
あ
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
地
震
と
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
い
。

　「
災
害
弱
者
」
が
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
の
「
避
難
の
文
化
」
の
形
成
や
、

避
難
行
動
支
援
者
の
担
い
手
不
足
は
。

　
区
長
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉

委
員
な
ど
、
情
報
の
共
有
を
さ
ら
に
進

め
な
が
ら
地
域
の
助
け
合
い
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
市
民
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業
者
お

よ
び
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
自
発

的
な
防
災
活
動
を
図
り
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
、「
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
は
。

　
現
在
、
本
市
に
は
災
害
に
特
化
し
た

条
例
は
な
い
が
、
自
治
体
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
形
態
が
あ
る
。

　
今
後
、
事
業
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、

検
討
す
る
。

　
女
性
の
視
点
の
防
災
対
策
は
。

　
市
防
災
会
議
委
員
に
、
市
日
赤
奉
仕

団
や
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
し

て
い
る
。

　
避
難
所
の
運
営
な
ど
の
出
前
講
座
や

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
利
用
し
て
、
防
災

に
お
け
る
女
性
目
線
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
。

川畑　孝治

上坂　健司

　
11
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
に
よ
る

豪
雨
被
害
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水

被
害
は
、
国
が
対
策
の
見
直
し
を
迫
ら

れ
る
記
録
的
な
豪
雨
災
害
と
な
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
九
頭
竜
川
右
岸
が
氾

濫
し
た
場
合
に
は
、
甚
大
な
被
害
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
に
対
し

て
九
頭
竜
川
中
流
域
の
浚
渫
を
行
う
よ

う
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
九
頭
竜
川
中
流
域
の
河
川
改
修
は
、

九
頭
竜
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
下
流
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、※
引

堤
や
河
道
掘
削
が
完
了
し
て
い
る
。

　
現
在
、
洪
水
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
九
頭
竜
川
や
竹
田

川
、
兵
庫
川
な
ど
に
つ
い
て
近
畿
地
方

整
備
局
・
国
土
交
通
省
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
い
る
。

　
本
市
は
平
成
21
年
に
「
環
境
都
市
さ

か
い
」
を
宣
言
し
て
い
る
が
、
海
岸
線

や
農
地
・
河
川
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
の
は
残

念
で
あ
り
、
環
境
破
壊
・
海
洋
汚
染
に

つ
な
が
る
。

　
市
民
の
責
務
、
販
売
者
の
責
務
を
明

確
化
す
る
た
め
に
も
ポ
イ
捨
て
防
止
条

例
を
制
定
し
て
は
。

　
全
て
の
住
民
が
環
境
に
対
す
る
高
い

意
識
を
持
ち
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動

が
重
要
と
考
え
る
。

　「
坂
井
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
既
に
飲
料
な

ど
の
販
売
を
行
う
も
の
に
対
す
る
回
収

容
器
の
設
置
に
つ
い
て
努
力
規
定
を
定

め
て
い
る
。

ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
を
制
定
し
て
は

九
頭
竜
川
中
流
域
の
浚
渫
を
す
べ
き

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

防
災
対
策
を

▲ 九頭竜川中流域の風景

▲ 福祉委員代表による「災害時要援護者支援」グループワーク

し
ゅ
ん
せ
つ

き
ょ
う
じ
ん

き
ょ
う
じ
ん

し
ゅ
ん
せ
つ

か
　
ど
う

て
い

ひ
き

※引堤…河川改修工事において、水路幅の拡大などのために既設堤防を移動させること
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我
が
国
は
津
波
、
洪
水
な
ど
で
多
く

の
家
屋
や
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
台
風
に
お
い
て
も
被
害
に

遭
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
逃
げ
遅
れ
た

人
で
あ
る
。

　
三
国
の
ま
ち
は
川
、
海
が
近
く
に
あ

り
、
汐
見
、
殿
島
、
三
国
東
部
、
木
部

新
保
地
区
な
ど
に
お
い
て
、
九
頭
竜
川
、

竹
田
川
、
兵
庫
川
が
い
つ
氾
濫
す
る
か

心
配
で
あ
る
た
め
、命
山
、防
災
タ
ワ
ー

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
命
山
、
防
災
タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
建
設
、
用
地
費
用
の
ほ
か
、
住
民

の
理
解
が
不
可
欠
と
な
る
。
　

　
他
市
の
事
例
も
検
証
し
な
が
ら
、
現

状
で
で
き
る
最
善
の
対
策
を
住
民
と
と

も
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
三
国
病
院
は
本
市
に
必
要
な
施
設
で

あ
り
、
病
院
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の
声

も
増
え
て
き
て
い
る
。

　
現
在
の
病
床
稼
働
率
は
。

　
11
月
の
入
院
患
者
数
は
１
日
平
均
80

名
で
、
76
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
透
析
患
者
の
受
け
入
れ
方
針
は
。

　
病
院
側
の
受
け
入
れ
態
勢
を
考
慮
し

な
が
ら
計
画
的
に
増
や
し
て
い
く
。

　
領
収
書
や
予
約
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
文
字
は
大
き
く
な
ら
な
い
か
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
小
さ
い
文
字
は
読

み
づ
ら
い
た
め
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

に
つ
い
て
は
再
度
検
討
す
る
。

　
受
診
の
前
日
に
メ
ー
ル
で
通
知
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
。

　
既
に
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
の
事

例
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　
救
急
車
の
応
需
率
は
。

　
４
月
か
ら
11
月
現
在
ま
で
の
実
績
は

85
％
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
実
績
の

80
％
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
福
井
市
・
あ
わ
ら
市
と
の
連
携
が
不

可
欠
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
協
議

が
さ
れ
た
の
か
。

　
あ
わ
ら
市
と
は
、「
坂
井
・
あ
わ
ら

エ
リ
ア
周
遊
滞
在
型
観
光
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
協
議
を
進
め
、
福
井
市
と
は
、

「
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
」
に

お
い
て
周
遊
ル
ー
ト
形
成
や
観
光
動
態

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
二
次
交
通
の
発
着
点
と
し
て
、
福
井

駅
・
芦
原
温
泉
駅
の
ど
ち
ら
を
重
視
す

る
の
か
。

　
ま
ず
は
福
井
駅
か
ら
の
二
次
交
通
拡

充
が
必
要
と
考
え
る
が
、
同
様
に
芦
原

温
泉
駅
に
も
重
点
を
置
く
。

　
観
光
案
内
所
な
ど
広
域
的
に
連
携
し

な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
整
備
さ
れ
る
東
尋

坊
再
整
備
基
本
計
画
で
、
優
先
的
に
実

施
さ
れ
る
も
の
は
な
に
か
。

　
敦
賀
延
伸
開
業
ま
で
の
現
実
的
な
時

間
を
見
据
え
、
今
後
、
東
尋
坊
再
整
備

基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
中
で
具
体
的

に
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
ゆ
り
の
里
整
備
の
一
番
の
目
的
で
あ

る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
伝
承
や
、
公

園
内
施
設
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

　
農
業
用
水
の
歴
史
や
水
の
恩
恵
を
後

世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
は
「
夢

の
遊
び
場
誕
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

と
し
て
子
ど
も
目
線
で
考
え
る
遊
具
を

整
備
し
た
い
。

　
一
筆
啓
上
茶
屋
移
転
、
新
設
さ
れ
る

丸
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
丸
岡
城

へ
の
誘
導
計
画
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
茶
屋
の
移
転
は
、
令
和
３
年
度
策
定

を
目
指
す
「
坂
井
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」
で
検
討
し
、
丸
岡
城
へ
の

誘
導
に
つ
い
て
は
、「
丸
岡
城
天
守
を

国
宝
に
す
る
市
民
の
会
」
が
ま
ち
歩
き

ル
ー
ト
を
策
定
中
で
あ
る
。

近藤　哲行

戸板　　進▲ 2023年春開業に向けて進む新幹線工事

▲ 坂井市にも命山を（静岡県袋井市の視察の様子）

命
山
、
防
災
タ
ワ
ー
の
設
置
を

こ
れ
か
ら
の
三
国
病
院
の
在
り
方
は

２
０
２
３
年
春
に
敦
賀
ま
で
延
伸

さ
れ
る
北
陸
新
幹
線
の
観
光
対
策
は

い
の
ち
や
まい

の
ち
や
ま
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本
市
の
観
光
戦
略
・
広
報
戦
略
で
、

ア
ク
セ
ス
解
析
、
※

イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
活
用
状
況
は
。

　
本
市
が
情
報
発
信
で
活
用
し
て
い
る

主
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
は
、
ア
ク
セ

ス
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
強

化
す
る
た
め
に
も
、
ア
ク
セ
ス
解
析
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

　
本
市
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
令
和
２
年
４
月
採
用
の
職
員
募
集
に

お
い
て
障
が
い
者
枠
を
設
け
、
事
務
職

と
し
て
２
名
を
内
定
し
て
い
る
。

　
保
育
士
・
調
理
師
を
含
む
臨
時
職
員

の
採
用
に
つ
い
て
も
障
が
い
者
の
求
人

を
行
っ
て
い
る
。

　
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
法
定
雇
用
率
の
早
期

達
成
に
努
め
る
。

　
障
害
福
祉
関
係
事
業
所
の
経
営
状
況

は
。

　
全
体
的
に
専
門
職
の
確
保
と
定
着
が

課
題
で
あ
る
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
障
害
者

総
合
支
援
協
議
会
を
通
じ
て
引
き
続
き

事
業
所
の
支
援
を
行
う
。

　
本
市
に
お
け
る
里
親
制
度
の
取
り
組

み
は
。

　
里
親
制
度
を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
周
知
活
動
を
中
心
に
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
10
月
に
は
、
実
際
に
里
親

を
さ
れ
て
い
る
人
の
体
験
談
を
聞
き
、

制
度
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
市

民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し

た
。

南川　直人

吉川　貞明

　
B
C
P
策
定
状
況
は
ど
う
か
。

　
市
内
企
業
の
策
定
状
況
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
信
用
調
査
会
社
の
結
果
で

は
、
県
内
企
業
で
「
策
定
し
て
い
る
」

が
13
・
4
％
で
、
全
国
平
均
の
15
・
0
％

を
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

　
B
C
P
策
定
に
取
り
組
む
企
業
へ

の
支
援
措
置
は
あ
る
か
。

　「
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
継
続
に

資
す
る
た
め
の
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
中
小
企
業
な
ど
が
策
定
し
た

B
C
P
に
つ
い
て
、
国
の
認
定
を
受

け
た
場
合
、
防
災
、
減
災
設
備
の
税
制

優
遇
措
置
や
設
備
投
資
な
ど
を
支
援
す

る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
が
優
先
的

に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
活
動
の
円

滑
化
に
つ
な
が
る
各
種
施
策
の
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
と
し
て
も
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
支
援
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
離
職
対
策
に
ど
う
取
り
組
む

か
。

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
加
え
、
介

護
離
職
は
一
層
の
労
働
力
不
足
を
も
た

ら
し
、
経
済
の
減
速
や
生
産
性
の
停
滞

に
よ
る
経
済
全
体
の
付
加
価
値
の
損
失

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
社

会
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知

や
、
利
用
で
き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
な
ど
介
護
者
へ
の
支
援
と
、
事

業
所
へ
の
支
援
制
度
の
周
知
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
市
役
所
内
部
で
部
局
横
断
的
な
連
携

を
深
め
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
可
能
な

働
き
方
改
革
の
普
及
な
ど
、
介
護
離
職
を

減
少
さ
せ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

介
護
離
職
を
予
防
す
る
た
め
に

坂
井
市
観
光
戦
略
・
広
報
は

障
害
福
祉
の
取
り
組
み
は

里
親
制
度
の
取
り
組
み
は

▲ 厚生労働省「平成29年賃金構造基本統計調査」より

▲ 里親制度広報リーフレット

市
内
企
業
の
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）

へ
の
取
り
組
み
状
況
は

※インフルエンサー…世間に与える影響力が大きい行動を行う人物のこと
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市
民
の
声
に
対
応
す
る
た
め
に
「
賑

わ
い
交
流
施
設
協
議
会
」
の
設
置
を
。

　
こ
れ
ま
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
い
る
。

　
市
民
が
気
軽
に
か
つ
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
。

　
丸
岡
城
や
称
念
寺
へ
の
取
り
組
み

は
。

　
丸
岡
城
ま
で
は
「
丸
岡
城
天
守
を
国

宝
に
す
る
市
民
の
会
」
が
策
定
中
の
誘

導
ル
ー
ト
を
参
考
に
し
、
称
念
寺
ま
で

は
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
国
際
交
流
協
会
と
外
国
人
相
談
窓
口

の
設
置
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

　
市
日
中
友
好
協
会
や
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
さ
か
い
の
合
意
も
得
な
が

ら
、
協
会
設
立
へ
の
検
討
を
し
て
い
る
。

　
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
外
国
籍
の
市

民
に
対
す
る
一
元
的
な
相
談
窓
口
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
庁
内
連
携
と
担
当
部
署
の
設
置
を
。

　
専
門
的
な
担
当
部
署
の
設
置
は
大
変

重
要
で
あ
る
が
、
総
務
課
を
中
心
に
関

係
会
議
を
開
催
し
連
携
し
て
い
く
。

　
心
身
両
面
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
、ホ
ー

ス
セ
ラ
ピ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
。

　
学
校
な
ど
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
は
協
力
し
て
い
く
。

　「
馬
と
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち
」
を
新
た

な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
。

　
観
光
客

の
満
足
度

を
高
め
る

要
素
で
も

あ
り
、
ま

ち
づ
く
り

の
新
規
事

業
と
な
る

か
検
討
す

る
。

古屋　信二

畑野麻美子

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
（
旧
耐
震
基
準
）

に
建
て
た
木
造
住
宅
は
何
戸
あ
り
、
住

宅
の
耐
震
化
率
を
調
査
し
て
い
る
か
。

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
平
成
25
年

版
に
よ
る
と
、
約
７
２
４
０
戸
あ
り
耐

震
化
率
は
76
％
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補

強
プ
ラ
ン
の
実
績
、
ま
た
耐
震
改
修
補

助
金
の
募
集
件
数
が
少
な
い
の
で
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
助
成
件
数
は
、
耐
震
診

断
が
３
２
２
件
、
補
強
プ
ラ
ン
作
成
が

１
９
３
件
、
耐
震
改
修
が
46
件
で
あ
る
。

　
診
断
、
補
強
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
も

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
改
修
ま
で

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
今
後
は
、
助
成
制
度
を
よ
り
広
く
周

知
し
、
震
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

　「
防
災
ベ
ッ
ト
」「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

で
命
を
守
る
啓
発
と
補
助
制
度
を
。

　
耐
震
工
事
が
困
難
な
場
合
を
対
象
に

有
効
な
対
策
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
で
「
防
災
ベ
ッ
ト
」「
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
」
が
一
般
家
庭
で
の
普
及
が
見

込
め
る
か
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
家
具
な
ど
転
倒
防
止
の
啓
発
と
家
具

固
定
制
度
の
新
設
を
。

　
地
震
の
際
の
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に

よ
る
圧
死
を
防
げ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

有
効
性
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策
と
し

て
啓
発
し
て
い
く
が
、
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
危
険
な
塀
の
撤
去
で
安
全
で
美
し
い

家
並
み
を
。

　
市
内
24
校
の
学
校
敷
地
内
や
通
学
路

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
調
査
し
、
６
校
に
つ

い
て
改
修
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
危

険
な
塀
が
な
い
か
巡
視
し
て
い
く
。

▲ 防災ベットの一例

▲ 建設中の丸岡バスターミナル「賑わい交流施設」

地
震
に
よ
る
人
命
被
害
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

人
と
馬
と
の
新
た
な
共
存
を

め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

外
国
人
労
働
者
が
働
き
暮
ら
す
自

治
体
と
し
て
、
多
文
化
共
生
社
会

推
進
に
係
る
取
り
組
み
を

丸
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
賑
わ
い

交
流
施
設
」
に
つ
い
て
市
民
の
声

を
取
り
入
れ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

施
設
に
　

に
ぎ

に
ぎ

にぎ
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13 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

　
10
月
に
消
費
税
が
10
％
に
増
税
さ

れ
、
内
閣
府
の
景
気
動
向
指
数
は
５
・

６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

　
市
内
小
売
業
の
影
響
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

　
国
の
消
費
者
還
元
事
業
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
で

影
響
は
大
き
く
な
い
。

　
増
税
対
策
と
し
て
、
市
は
ど
う
対
策

す
る
か
。

　
市
内
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
提
案
す
る
。

　
国
の
予
算
を
注
視
し
な
が
ら
、
支
援

策
を
検
討
す
る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
事
業
の

妥
当
性
、
公
平
性
な
ど
、
慎
重
な
検
討

を
要
す
る
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
で
市
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
だ
が
、
県
は
小
学
校
卒

業
ま
で
で
あ
る
。

　
市
は
、
市
長
会
と
し
て
、
県
へ
助
成

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
る
が
、
市
と

し
て
の
県
へ
の
要
望
事
項
か
ら
は
外
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
市
長
会
と
し
て
要
望
す
る
こ
と
で
、

意
見
を
束
ね
た
方
が
、
訴
求
力
が
あ
る
。

　
市
長
会
と
と
も
に
市
も
要
望
し
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
市
単
独
の
中
に
入
れ
ず
に
市
長
会
の

要
望
と
し
て
入
れ
た
方
が
実
現
が
早
い

と
考
え
る
。

　　
国
は
、
臨
時
国
会
で
教
員
変
形
労
働

法
を
成
立
さ
せ
た
。

　
市
の
教
員
の
労
働
実
態
は
ど
う
か
。

　
教
員
の
勤
務
時
間
は
令
和
元
年
度
現

在
、
約
11
時
間
30
分
で
あ
る
。

　
平
成
30
年
度
よ
り
15
分
短
く
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
法
制
で
、
教
員
の
労
働
環
境
は

改
善
さ
れ
る
か
。

　
法
制
化
さ
れ
た
勤
務
時
間
が
割
り
振

ら
れ
た
だ
け
で
は
、
労
働
環
境
は
改
善

さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

後藤　寿和

松本　　朗
▲ 坂井市から福井県への
　 重要要望事項

　
春
江
駅
舎
の
整
備
工
事
・
周
辺
整
備

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
延
伸
開
業
後
の

平
行
在
来
線
の
移
行
を
見
据
え
な
が

ら
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定
を
し
た
Ｊ

Ｒ
春
江
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
書
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
令
和
２
年
度
以
降
見

直
し
作
業
を
行
い
、
当
時
課
題
に
な
っ

て
い
た
問
題
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
調

査
・
検
証
し
、計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
春
江
駅
舎
お
よ
び
駅
周
辺
の
整
備
、

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
の
考
え
は
。

　
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
親
し

み
が
持
て
る
整
備
内
容
に
す
る
と
と
も

に
、
利
便
性
向
上
の
た
め
に
交
通
結
節

点
と
し
て
の
機
能
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
近
隣
住
民
に
加
え
、
関
係
各

種
団
体
、
有
識
者
か
ら
幅
広
い
意
見
を

得
な
が
ら
、
周
辺
の
整
備
や
に
ぎ
わ
い

創
出
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
現
在
の
県
道
板
倉
高
江
線
の
交
通
量

は
１
日
何
台
か
。

　
平
成
27
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
１
日
当

た
り
約
３
９
０
０
台
の
交
通
量
で
あ
る
。

　
春
江
町
寄
安

－

中
筋
間
が
供
用
開
始

に
な
る
と
、
想
定
さ
れ
る
交
通
量
は
。

　
１
日
当
た
り
約
１
万
台
を
想
定
し
て

い
る
。

　
県
道
福
井
森
田
丸
岡
線
を
県
道
板
倉

高
江
線
ま
で
の
工
事
で
供
用
を
開
始
す

る
と
、
交
通
混
雑
も
増
え
て
、
非
常
に

危
険
で
あ
る
。

　
市
道
随
応
寺
末
政
線
ま
で
工
事
延
伸

す
る
こ
と
を
強
く
県
に
要
望
し
て
ほ
し

い
。

　
供
用
が
開
始
さ
れ
た
と
き
は
交
通
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
。

　
緩
和
す
る
に
は
、
工
事
延
伸
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
県
に
は
さ
ら
に
強
く
要

望
し
て

い
く
。

▲ 整備が予定されるJR春江駅舎

消
費
増
税
の
影
響
と
対
策
は

こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

県
へ
求
め
よ

教
員
変
形
労
働
法
制
は
、

教
員
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
か

県
道
福
井
森
田
丸
岡
線
の
整
備
計
画
は

並
行
在
来
線
開
業
後
の
春
江
駅
の

周
辺
整
備
計
画
は
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国
は
、
学
習
用
デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
５

カ
年
度
計
画
を
見
直
し
、
２
０
０
４
年

度
ま
で
に
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
の

学
習
用
パ
ソ
コ
ン
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
を
無
償
で
配
備
す
る
と
し
て
い
る
。

　
本
市
の
対
応
は
。

　
本
市
の
小
中
学
校
で
は
、
１
ク
ラ
ス

分
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
と
４

〜
５
人
に
１
台
の
割
合
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
整
備
し
て
お
り
、
今
後
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
具
体
的

指
示
が
な
い
中
、
対
応
で
き
る
よ
う
準

備
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
間
・
期
末
テ
ス
ト
か

ら
生
徒
自
身
が
習
得
度
を
理
解
で
き
る

単
元
小
テ
ス
ト
に
変
更
し
て
は
。

　
本
市
で
は
、
中
間
・
期
末
テ
ス
ト
と

小
さ
な
範
囲
の
小
テ
ス
ト
を
組
み
合
せ

て
、
生
徒
の
学
び
へ
の
意
欲
が
高
ま
る

よ
う
指
導
し
、
学
力
の
定
着
を
図
っ
て

い
る
。

　
教
員
の
能
力
や
専
門
性
を
最
大
限
に

生
か
し
、
生
徒
達
に
と
っ
て
も
ベ
ス
ト

な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
ク
ラ
ス
担

任
制
か
ら
学
年
全
員
担
任
制
に
し
て
は
。

　
ク
ラ
ス
担
任
の
ほ
か
、
学
年
部
会

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
学
習
指
導
や
生
徒
指

導
の
両
面
で
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
、
学
校
の
実
態
に
即
し
、
学
年

部
会
チ
ー
ム
力
を
強
化
す
る
方
向
で
研

究
を
進
め
る
。

　
新
聞
は
読
解
力
の
向
上
や
語
彙
を
豊

か
に
す
る
う
え
で
非
常
に
良
い
教
材
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
で
の
取
り
組
み
は
。

　
児
童
・
生
徒
の
読
解
力
の
低
下
や
文

字
・
活
字
離
れ
が
進
む
な
か
、
新
聞
を

活
用
し
、
話
題
の
記
事
を
取
り
上
げ
た

授
業
や

新
し
い

学
び
を

通
し
た

教
育
を

推
進
し

て
い
る
。

佐藤　寛治▲ パソコンを活用した授業の様子

中
学
校
改
革
を

新
聞
を
活
用
し
た
教
育
の
取
り
組
み
は

永井　純一

　
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
有
用
性
と

今
後
の
見
直
し
考
え
は
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
近
年
の
大
型
台
風
や
豪
雨
な
ど
の

例
を
見
る
と
、
浸
水
想
定
区
域
と
、
実

際
の
浸
水
被
害
が
お
お
む
ね
重
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
有
用
性
が
認
め
ら
れ

る
。

　
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
が
浸

水
想
定
区
域
な
ど
を
改
定
し
た
た
め
、

本
市
に
お
い
て
令
和
２
年
度
に
改
定
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
地
震
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
現

在
、
有
用
と
考
え
て
い
る
。

　
徹
底
し
た
防
災
・
減
災
対
策
を
市
政

の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
専
門
部
署
の
設

置
の
再
考
を
。

　
近
年
の
自
然
災
害
で
は
、
専
門
性
が

高
く
な
り
、
独
立
し
た
部
署
の
設
置
も

重
要
で
あ
る
。

　
防
災
・
減
災
対
策
専
門
部
署
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
組
織
全
体
の
中

で
今
後
判
断
し
て
い
く
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
、
人
材
確
保
に

つ
い
て
、
市
で
や
れ
る
こ
と
は
何
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
の
取
り
組
み
で
最
大

月
額
４
万
円
の
処
遇
改
善
を
行
っ
て
き

た
。

　
ま
た
、
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
補
助
を

し
、勤
務
環
境
の
改
善
を
支
援
し
て
い
る
。

　
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
バ

ン
ク
を
開
設
し
て
い
る
が
、
増
え
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
も
県
と
連
携
し
、
人
材
確
保
や

保
育
士
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な
職
場
環

境
づ
く
り
と
、
安
定
的
に
質
の
高
い
保

育
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
国
の
増
額
予
算
を
生
か
し
、
市
民
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
事
業
拡
充

や
新
た
な
事
業
を
。

　
音
楽
・
体
操
い
き
い
き
教
室
の
協
力

者
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
取
り
組

む
。

　
地
域
サ

ロ
ン
や
通

い
の
場
な

ど
の
利
用

者
増
に
向

け
た
取
り

組
み
に
支

援
す
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
、人
材
確
保
を

災
害
か
ら
命
を
守
れ

市
民
の
健
康
を
守
れ

▲ 市内の公立こども園の様子

学
習
用
デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど
の

整
備
計
画
は

ご
　
い
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また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

　
本
市
は
平
成
30
年
３
月
に
「
ふ
る
さ

と
名
物
応
援
宣
言
」
を
し
て
い
る
が
、

成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
本
市
で
は
国
の
補
助
事
業
認
定
や
採

択
を
受
け
た
事
業
所
が
あ
る
。

　
応
援
す
る
内
容
は
中
小
企
業
庁
の
支

援
情
報
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
で
一
元

的
に
情
報
発
信
さ
れ
て
お
り
、
九
頭
竜

川
の
清
ら
か
な
水
で
育
っ
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
特
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
人
気
の
あ
る

福
井
米
や
甘
エ
ビ
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
・
強
化
を
図
り
、
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
る
た
め
本

制
度
を
活
用
し
て
い
く
。

 

※

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
三
国
（
旧
雄
島

村
）
で
は
、
舟
盛
り
発
祥
の
地
と
語
り

継
が
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
舟
盛
り
で
ふ
く
い
ブ
ー

ム
の
創
出
を
し
て
は
。

　
ま
ず
は
史
実
に
基
づ
い
た
検
証
が
必

要
で
あ
る
。

　
舟
盛
り
に
限
ら
ず
、
大
湊
神
社
の
例

大
祭「
雄
島
祭
り
」や
、三
国
神
社
の「
三

国
祭
」
に
は
船
の
形
を
し
た
舟
神
輿
が

担
が
れ
て
い
る
。

　
海
の
恵
み
へ
の
感
謝
の
表
現
で
あ

り
、
祭
り
や
祝
い
事
な
ど
、
大
切
な
場

面
で
舟
は
重
要
な
要
素
と
し
て
、
食
や

伝
統
に
息
づ
い
て
き
た
。

　
湊
町
な
ら
で
は
の
文
化
を
発
信
す
る

た
め
に
史
実
に
基
づ
い
た
検
証
を
踏
ま

え
た
上
で
、
飲
食
店
や
民
宿
、
旅
館
な

ど
が
中
心
と
な
り
、
積
極
的
か
つ
戦
略

的
に
舟
盛
り
を
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う

意
識
づ
け
を
し
、
海
産
物
の
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伊藤　聖一

三宅小百合

　
消
費
税
が
10
％
に
引
上
げ
ら
れ
た
事

に
よ
り
、
消
費
税
の
地
方
へ
の
配
分
は

１
・
７
％
か
ら
２
・
２
％
に
な
る
が
、

本
市
へ
の
地
方
消
費
税
交
付
金
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
増
額
分
の
見
込
み
額
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
国
に
納
め

ら
れ
た
消
費
税
10
％
の
内
２
・
２
％
分

が
一
旦
県
に
払
い
込
ま
れ
、
市
町
へ
は

そ
の
２
分
の
１
が
配
分
さ
れ
る
。

　
令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
通
年
ベ
ー

ス
の
７
割
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
通
年
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
令
和
３
年

度
か
ら
と
な
る
。

　
通
年
ベ
ー
ス
で
の
本
市
の
地
方
消
費

税
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
18
億
４
千
万

円
、
増
額
分
で
は
２
億
５
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
消
費
税
増
税
に
よ
る
増
収
分
の
使
い

道
は
。

　
令
和
元
年
度
の
幼
児
教
育
の
無
償
化

の
経
費
は
全
額
国
費
で
手
当
て
さ
れ
る

が
、
令
和
２
年
度
は
国
の
負
担
が
減
る

た
め
１
億
円
以
上
が
不
足
す
る
。

　
増
収
分
は
優
先
し
て
こ
の
不
足
分
に

充
て
る
。

　
増
収
分
を
活
用
し
て
の
新
規
事
業
は

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
家
庭
で
の
育
児
応
援
や
、
母
子
保
健

の
業
務
と
連
携
す
る
子
育
て
利
用
者
支

援
専
門
員
の
配
置
、
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

▲ 財務省「消費税収の国・地方の配分と使途」より

▲ 三国町旧雄島村が発祥の地と語り継がれている舟盛り

消
費
税
増
税
で
の
増
収
分
は

ど
う
使
う
の
か

※ウィキペディア…非営利団体が主催する誰でも自由に閲覧・執筆・編集できるインターネット上のフリー百科事典

■問■答■問■答

■問■答■問■答

■問■答

地
域
資
源
の
活
用
で

ふ
く
い
ブ
ー
ム
の
創
出
を

15 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



川端　精治

　
県
立
高
校
入
試
の
英
検
加
点
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
で
市
内
５
中
学
校
の
反
応

は
。

　
制
度
導
入
か
ら
３
年
で
の
廃
止
と
な

り
、
翻
弄
さ
れ
た
感
は
否
め
な
い
が
、

県
の
英
検
受
検
費
用
補
助
が
継
続
さ
れ

る
た
め
、
今
後
も
英
語
力
向
上
に
向
け

た
英
検
取
得
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
た
英
語

教
科
指
導
員
の
活
動
状
況
、
そ
の
成
果

と
課
題
は
。

　
学
校
内
の
教
員
研
修
や
、
希
望
教
員

対
象
の
外
国
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
、
英
国
交
流
事
業
に
も
従
事
す
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
個
別
の
相
談
や
研
修

な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
教
員
の
指

導
力
向
上
、
児
童
の
英
語
に
対
す
る
興

味
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
優
秀
な
人
材
、
即
戦
力
と
な
る
人
材

確
保
の
方
策
と
し
て
、
竹
田
Ｔ
キ
ャ
ン

プ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
大
学
生
を

「
地
方
創
生
枠
」
と
し
て
採
用
す
る
考

え
は
。

　
幅
広
く
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
観

点
、
公
平
性
、
公
正
性
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
市
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
実
績
な
ど
に
応
じ
て
、
採
用
試
験
で

評
価
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
県
が
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
施
策
と
し
て
実

施
し
て
い
る
、
県
外
在
住
者
・
民
間
企

業
職
務
経
験
者
対
象
の
移
住
定
住
促
進

枠
職
員
採
用
試
験
を
実
施
す
る
考
え

は
。

　
年
齢
構
成
な
ど
に
も
十
分
配
慮
し
、

社
会
人
や
移

住
・
定
住
者

を
対
象
と
し

た
職
員
採
用

に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

▲ 本市で使用されている英語教科書

坂
井
市
な
ら
で
は
の
英
語
教
育
の

取
り
組
み
を

企
業
戦
略
的
な
視
点
で
の

職
員
採
用
を

Q1 市議会議員を選ぶ選挙は何歳から投票
できるでしょうか？

　① 18歳　 ② 20歳　 ③ 25歳

Q2 市議会議員に立候補できるのは何歳か
らでしょうか？

　① 20歳　 ② 25歳　 ③ 30歳

Q3 市議会議員の任期は何年でしょうか？

　① ２年　 ② ４年 　③ ６年

Q4 市議会を代表する人は誰でしょうか？

　① 市長　② 議長　③ 年長議員

Q5 市議会の議長、副議長はどのようにし
て決めるでしょうか？

　① 市長による推薦
　② 議員によるじゃんけん
　③ 議員による選挙

★ 答えは19ページの下にあります

市議会クイズ 市議会のこと

もっと知ってみませ
んか？

ほ
ん 

ろ
う

■問■答■問■答■問

■答■問■答

16一般質問・市議会クイズ一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

定 例 会 審 議 結 果
★12月定例会に提出された議案と議決結果 ○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…議長のため原則採決に参加できない

議案番号 件　　　　　名
議
決
結
果

山
田
　
秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤
　
哲
行

後
藤
　
寿
和

川
端
　
精
治

渡
辺
　
竜
彦

前
川
　
　
徹

南
川
　
直
人

上
坂
　
健
司

戸
板
　
　
進

吉
川
　
貞
明

古
屋
　
信
二

田
中
　
哲
治

佐
藤
　
寛
治

松
本
　
　
朗

東
野
　
栄
治

伊
藤
　
聖
一

辻
　
　
人
志

川
畑
　
孝
治

前
田
　
嘉
彦

橋
本
　
充
雄

永
井
　
純
一

畑
野
麻
美
子

山
田
　
　
栄

広
瀬
　
潤
一

認定第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○認定

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

田
中
千
賀
子

平成30年度坂井市一般会計歳入歳出決算
の認定について

認定第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○認定

認定第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

認定第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

請願第４号 × ○ × × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

請願第５号 × ○ ○ × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

認定第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

認定第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

認定第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

議案第46号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第49号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第52号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

議案第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

議案第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第56号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第57号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第58号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案第59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

平成30年度坂井市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

平成30年度坂井市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成30年度坂井市水道事業会計決算の認
定について

平成30年度坂井市公共下水道事業会計決
算の認定について

平成30年度坂井市農業集落排水事業会計
決算の認定について

平成30年度坂井市病院事業会計決算の認
定について

令和元年度坂井市一般会計補正予算（第
４号）

令和元年度坂井市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

令和元年度坂井市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

令和元年度坂井市水道事業会計補正予算
（第１号）

令和元年度坂井市公共下水道事業会計補
正予算（第１号）

令和元年度坂井市病院事業会計補正予算
（第１号）

坂井市特別職の職員の給与及び旅費等に関
する条例の一部を改正する条例について

坂井市会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の制定について

坂井市職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例について

坂井市廃棄物の処理及び清掃に関する条
例の一部を改正する条例について

坂井市水道事業給水条例の一部を改正す
る条例について

坂井市下水道条例の一部を改正する条例
について

関電原発にかかわる不正資金還流の真相
究明をもとめる請願

老朽原発稼働に関する請願

坂井市職員の分限に関する手続及び効果
に関する条例等の一部を改正する条例に
ついて

坂井市教育委員会教育長の給与及び勤務
時間等に関する条例の一部を改正する条
例について

坂井市一般職の職員の給与に関する条例
及び坂井市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

17 定例会審議結果

市議会だより市議会だより
坂井坂井



総務常任委員会視察報告

静
岡
県
御
殿
場
市
リ
コ
ー
環
境

事
業
開
発
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
取
り
組
み

　
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
で
は
、
企
業

理
念
や
事
業
戦
略
、
環
境
経
営
の
取

り
組
み
に
紐
づ
け
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
達
成

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目
指

す
Ｒ
Ｅ
１
０
０
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
坂
井
市
は

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
企
業
と
連
携
し
て
開
発

目
標
の
展
開
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

静
岡
県
袋
井
市

命
山
整
備
・
災
害
対
策

　
袋
井
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
津
波
発
生
に
よ
る
甚
大
な
被

害
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
地
域

住
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

市
と
協
働
で
整
備
事
業
計
画
を
策
定

し
、
公
共
施
設
を
は
じ
め
工
場
、
事

務
所
な
ど
の
民
間
事
業
者
と
も
連
携

し
て
避
難
場
所
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
一
時
避
難
が
難
し
い
地
域
に
命

山
４
カ
所
を
整
備
し
た
。

　
坂
井
市
三
国
東
部
地
区
に
お
い
て

は
津
波
に
よ
る
浸
水
や
河
川
氾
濫
の

危
険
性
が
拭
い
き
れ
な
い
こ
と
か
ら

こ
の
事
例
を
参
考
に
議
論
が
必
要
か

と
思
わ
れ
た
。

愛
知
県
豊
田
市

あ
そ
べ
る
と
よ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
豊
田
市
で
は
、
名
鉄
豊
田
市
駅
西

口
の
市
道
の
一
部
を
道
路
区
域
か
ら

除
外
す
る
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
が
可
能
な
広
場
を
開
設
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。

　
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
広
場
と
し

て
は
施
工
中
の
丸
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
広
場
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参

考
に
な
る
良
い
事
例
と
感
じ
た
。

11月11日～13日

教育民生常任委員会視察報告

愛
媛
県
四
国
中
央
市

小
規
模
特
認
校
の
取
り
組
み

　
四
国
中
央
市
で
は
、
校
区
外
か
ら

の
転
入
学
を
認
め
た
「
小
規
模
特
認

校
」
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
て
、

主
な
内
容
と
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
・
探
求
型
の
授
業
、
自
然

環
境
な
ど
を
生
か
し
て
の
三
世
代
交

流
、
林
業
教
室
な
ど
少
人
数
な
ら
で

は
の
き
め
細
や
か
な
学
習
を
行
っ
て

い
た
。

　
今
後
少
子
化
で
本
市
に
お
い
て
存

続
が
厳
し
い
学
校
が
出
て
く
れ
ば
、

考
え
ら
れ
る
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と

考
え
る
。

愛
媛
県
松
山
市

ま
ち
な
か
子
育
て
・
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
て
く
る
ん
」
の
取
り
組
み

 

松
山
市
で
は
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

無
料
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
る
交
流
セ
ン
タ
ー

を
市
の
中
心
地
に
設
置
し
、
施
設
内

に
は
、
松
山
市
認
可
の
小
規
模
保
育

園
が
あ
る
。

　
施
設
が
開
設
に
至
っ
た
経
緯
と
し

て
は
、
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上

の
た
め
に
、
空
き
店
舗
を
活
用
す
る

こ
と
と
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
、
今
後

本
市
に
お
い
て
の
市
街
地
活
性
化
の

交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
検
討
の
一

つ
と
し
た
い
。

広
島
県
呉
市

小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

　
呉
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、
小
１

か
ら
小
４
ま
で
の
４
年
間
を
「
学
級

担
任
制
」、
小
５
か
ら
中
１
ま
で
の
３

年
間
を
「
一
部
教
科
担
任
制
」
を
敷

く
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
４
・
３
・

２
区
分
制
を
行
い
、
そ
の
他
に
も
中

学
校
と
小
学
校
の
施
設
が
一
体
と

な
っ
て
い
る
「
一
体
型
」
と
「
分
離
型
」

の
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
を
生
か
し
た
小
中
一
貫
教
育
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　
本
市
の
現
状
を
考
え
る
と
、
小
中

一
貫
教
育
の
取
り
組
み
は
難
し
い
と

考
え
る
が
、
考
え
方
、
手
法
は
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

11月11日～13日

▲ リコー環境事業開発センターでの視察の様子

▲ まちなか子育て・市民交流センター「てくるん」

い
の
ち
や
ま

い
の
ち

や
ま

18常任委員会視察報告

産業建設常任委員会視察報告

熊
本
県
八
代
市

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
取
り
組
み

　
八
代
港
で
は
令
和
２
年
３
月
に
ク

ル
ー
ズ
船
専
用
の
岸
壁
や
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
施
設
が
完
成
す
る
。

　
八
代
市
で
は
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
市
民
を
あ
げ
て
の
歓
迎
機
運
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
、
観
光
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

　
本
市
で
は
福
井
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
増
を
目
指
し
て
い
る
が
、

観
光
地
へ
の
誘
客
を
図
る
手
段
と
し

て
、
参
考
に
な
る
事
例
だ
っ
た
。

熊
本
県
天
草
市

企
業
創
業
・
中
小
企
業
支
援

　
天
草
市
で
は
富
士
市
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
（
エ
フ
ビ
ズ
）
を
モ
デ
ル
に
、

「
ア
マ
ビ
ズ
」
を
開
設
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
支
援
体
制
を
基
本
に
、
企

業
の
強
み
を
生
か
す
具
体
的
な
提
案

と
、
成
果
を
出
す
た
め
の
継
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
物
産
品
の
調
査
研
究
や

開
発
、
販
路
拡
大
を
図
る
「
天
草
宝

島
物
産
公
社
」
と
の
連
携
に
よ
り
、

県
外
都
市
部
と
の
新
た
な
取
引
、
運

賃
縮
減
が
可
能
と
な
り
、
生
産
者
数
、

取
引
先
、
取
扱
金
額
な
ど
、
３
年
間

で
大
き
く
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
経
営
相
談
か

ら
商
品
開
発
、
販
路
拡
大
に
結
び
付

け
る
一
貫
し
た
支
援
体
制
が
必
要
と

感
じ
た
。

長
崎
県
諫
早
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
道
路
維
持
管
理

　
富
士
通
・
長
崎
大
学
・
諫
早
市
の

産
学
官
で
研
究
事
業
に
取
り
組
む
「
道

路
点
検
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
パ
ト
ロ
ー
ル

車
に
セ
ッ
ト
し
、
走
行
時
の
振
動
か

ら
、
道
路
の
劣
化
状
態
を
地
図
上
に

表
示
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
路
面

デ
ー
タ
が
集
ま
り
、
報
告
書
作
成
な

ど
の
業
務
も
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
る

と
い
う
事
例
は
、
本
市
に
お
い
て
も

十
分
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

11月11日～13日

▲ 天草市での視察の様子

令和元年度　一般会計12月補正予算概要

補正額  6億9,295万円（補正後の額  444億7,639万円）

◆生活保護事業 2,252万円
　平成30年度生活保護費等国庫負担金・県費負担
金の精算に伴う超過受入額の返還金の増額。

　
◆農業次世代人材投資事業 225万円
　就農初期の生活基盤が不安定な新規就農者の早
期の経営安定、負担軽減を図るものであり、対象
者が増えたことに伴う補助金の増額。

　
◆観光施設維持管理事業 700万円
　丸岡町の長崎まちあるき観光トイレ建設に伴う
建設予定地の地盤改良費用、アスファルト舗装の
周辺整備などに係る経費の増額。

◆寄附市民参画事業 １億6,000万円
◆寄附市民参画基金 ３億5,000万円
　ふるさと納税による寄附額が当初の想定を上回
ることに伴う返礼品等に係る経費、および積立金
の増額。

　
◆施設型給付費負担金 1,600万円
　里帰り出産などによる市外認定こども園への入園
児の増加および保育料無償化による利用者負担額減
による負担金の増額。

　
◆放課後児童対策事業　 2,132万円
　気がかりな児童の対応に必要な職員の加配及び
配置変更に伴う賃金の増額、および霞幼保園改修
の工事に伴う長畝児童クラブの活動場所変更によ
るエアコン設置などに要する経費の増額。

主 な事業

P16 市議会クイズの答え
Q１：①　　Q２：②　　Q３：②　　Q４：②　　Q５：③

19 常任委員会視察報告・補正予算概要

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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★３月定例会会期日程（予定）
２月25日（火） 10時～ 本会議（施政方針・議案説明など）
　　26日（水） 
　　27日（木） 10時～ 予算特別委員会 
　　28日（金）   
３月 ９ 日（月） 10時～ 本会議（代表質問） 
　　10日（火） 10時～ 　　11日（水） 本会議（一般質問）  

３月13日（金） 10時～ 産業建設常任委員会  
　　16日（月） 10時～ 教育民生常任委員会
　　18日（水） 10時～ 総務常任委員会
　　23日（月） 10時～ 予算特別委員会
　　25日（水） 10時～ 本会議（委員長報告・採決など）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
「
明
け
ま
し
て
」
は
、「
年

が
明
け
る
」
の
で
は
な
く
「
年
を

重
ね
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。

　
令
和
２
年
の
干
支
は
、
子
（
ネ

ズ
ミ
）
で
十
二
支
の
一
番
手
の
ス

タ
ー
ト
の
年
と
言
え
ま
す
。

　
ネ
ズ
ミ
は
、
古
事
記
に
も
登
場

し
、
五
穀
豊
穣
・
福
の
神
の
使
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
合
併
か
ら
15
年
目
を

迎
え
、
第
２
次
坂
井
市
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
、

「
希
望
の
都
市
」
と
し
て
さ
ら
に
発

展
・
飛
躍
す
る
こ
と
を
議
会
と
し

て
も
願
う
も
の
で
す
。

　
私
達
、
チ
ー
ム
市
議
会
広
報
編

集
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
伝
わ
る
市
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

す
と
と
も
に
、
情
報
発
信
が
感
じ

ら
れ
る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（
佐
藤
）

編 

集 

後 

記

Top i c s
“伝える議会だより”から“伝わる議会だより”へ
　市議会広報編集委員会は、市民の皆さんに議会に興味・関心を持ってもらえる「市議会だより」を目指し、
和歌山県橋本市議会、大阪市八尾市議会で研修を受けました。

　この研修では、“広報媒体は見てもらう”ことが大事であると再認識し、今後の議会
だより誌面づくりに生かしていきます。
　また、この研修で得たＱＲコードの付設や市議会開会ポスターを作成し、市庁舎や
コミュニティセンターなどに掲示しました。

①表紙の写真を公募したり、すっきりとし
たレイアウトにより市民の手に取って、
見てもらえる広報誌を目指す。

②質疑、討論の分かりやすい掲載QRコー
ド付設で議会映像のＹouTubeへの配信
へ。より分かりやすく伝えられる。

③市政へつながる議会活動やよく分かる橋本
市議会などの企画記事を多用する。

①議会に興味・関心を持ってもらえる記事、
議会で議決したことが身近な暮らしにつ
ながっていることを伝える記事など、情
報発信が感じられる誌面づくりを行う。

②文字・空間・写真・イラスト・図などの
バランスがとれた誌面づくりを行う。

③会議録検索や映像配信などの媒体を活用
してもらえるような誌面づくりを行う。

④市議会開会ポスターを作成し、市庁舎
や駅などに掲示する取り組みを行う。

和歌山県橋本市 大阪府八尾市

※問い合わせや議会だよりに対するご意見は、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

～主な取り組みの概要～

まとめ

〒
919-0592  福

井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1号
1番
地

TEL 0776 -50 -3001（
直
通
）
 FAX 0776 -66 -2928 

URL http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/  E-m
ail gikai@

city.fukui-sakai.lg.jp
坂
井

発
行

編
集

坂
井
市
議
会

広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り
第
5
5
号

2020.  2


